
よ

き

師
よ

き

友

有

朋

自

遠

方

来

亦

楽

乎

不

～

友

遠

方

よ

り

来

る

ま

た

楽

し

か

ら

ず

や

～

（

富

士

見

ゲ

ー

ト

学

生

ホ

ー

ル

掲

示

）

□

駅

伝

チ

ー

ム

激

励

会

す

る

も

箱

根

駅

伝

出

場

逃

す

■

新

潟

県

校

友

会

有

志

一

同

は

、

８

月

３

０

日

午

後

、

上

越

市

の

デ

ュ

オ

・

セ

レ

ッ

ソ

に

て

「

法

政

大

学

陸

上

競

技

部

坪

田

駅

伝

監

督

を

励

ま

す

会

」

を

盛

大

に

開

催

い

た

し

ま

し

た

。

会

に

は

坪

田

駅

伝

監

督

お

よ

び

岡

本

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

に

ご

出

席

い

た

だ

き

、

参

加

者

一

同

、

監

督

・

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

と

の

懇

親

を

深

め

る

貴

重

な

機

会

と

な

り

ま

し

た

。

和

や

か

な

雰

囲

気

の

中

、

参

加

者

と

監

督

・

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

の

間

で

、

箱

根

駅

伝

に

向

け

た

熱

い

思

い

を

共

有

し

、

一

層

の

士

気

高

揚

を

感

じ

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

※

１

０

月

１

８

日

に

実

施

さ

れ

た

「

箱

根

駅

伝

予

選

会

」

で

は

残

念

な

が

ら

参

加

枠

の

１

０

位

に

１

７

秒

差

１

１

位

と

な

り

、

箱

根

駅

伝

出

場

を

逃

し

ま

し

た

。

正

月

の

楽

し

み

は

無

く

な

り

ま

し

た

が

、

今

後

と

も

、

駅

伝

チ

ー

ム

へ

の

へ

の

熱

い

ご

声

援

支

援

を

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

■

新

潟

支

部

恒

例

の

里

山

ハ

イ

キ

ン

グ

□

６

月

、

新

潟

支

部

よ

り

6

名

で

恒

例

（

高

齢

）

の

里

山

ハ

イ

キ

ン

グ

に

行

っ

て

ま

い

り

ま

し

た

。

今

回

は

護

摩

堂

山

に

登

頂

。

標

高

2
7
4

メ

ー

ト

ル

と

手

頃

な

山

な

が

ら

、

参

加

者

一

同

、

新

緑

の

中

の

ハ

イ

キ

ン

グ

を

満

喫

い

た

し

ま

し

た

。

山

頂

ま

で

は

約

1

時

間

で

到

着

し

ま

し

た

。

ハ

イ

キ

ン

グ

の

後

は

、

日

帰

り

温

泉

「

湯

っ

た

り

館

」

に

立

ち

寄

り

、

た

っ

ぷ

り

と

汗

を

流

し

て

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

。

生

ビ

ー

ル

で

水

分

を

補

給

し

、

心

身

と

も

に

充

実

し

た

一

日

と

な

り

ま

し

た

。

参

加

さ

れ

た

皆

様

、

お

疲

れ

様

で

し

た

。

□□□□

新新新新

潟潟潟潟

県県県県

校校校校

友友友友

会会会会

総総総総

会会会会

がががが

開開開開

催催催催

ささささ

れれれれ

まままま

しししし

たたたた

■■■■

新

潟

県

校

友

会

総

会

が

５

月

３

１

日

（

土

）

に

新

潟

市

の

万

代

シ

ル

バ

ー

ホ

テ

ル

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

当

日

は

田

中

利

幸

校

友

会

副

会

長

、

小

秋

元

段

法

政

大

学

代

表

業

務

執

行

理

事

・

副

学

長

、

伊

藤

一

之

理

工

学

部

教

授

、

吉

田

一

朗

理

工

学

部

教

授

、

楊

裕

行

後

援

会

新

潟

支

部

長

、

斎

藤

洋

後

援

会

副

支

部

長

を

来

賓

に

お

迎

え

し

、

盛

大

に

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

2
0
2
3

年

9

月

に

設

立

さ

れ

た

「

法

政

大

学

理

系

コ

ン

ソ

ー

シ

ア

ム

」

の

取

り

組

み

に

つ

い

て

、

伊

藤

教

授

よ

り

講

話

い

た

だ

き

ま

し

た

。

「

法

政

大

学

理

系

コ

ン

ソ

ー

シ

ア

ム

」

は

次

世

代

の

理

工

系

人

材

の

育

成

を

目

的

と

し

て

、

就

学

支

援

か

ら

卒

業

後

の

キ

ャ

リ

ア

形

成

に

至

る

ま

で

、

大

学

、

企

業

、

自

治

体

と

共

に

サ

ポ

ー

ト

し

て

い

く

仕

組

み

作

り

を

目

指

し

て

い

ま

す

。

懇

親

会

も

大

い

に

盛

り

上

が

り

、

最

後

は

長

岡

き

ず

な

会

酒

井

会

長

の

エ

ー

ル

の

下

、

校

歌

斉

唱

で

締

め

ま

し

た

。

■■■■

血血血血

のののの

法法法法

明明明明

戦戦戦戦

をををを

神神神神

宮宮宮宮

球球球球

場場場場

でででで

応応応応

援援援援

！！！！

□□□□

５

月

２

４

日

新

潟

県

校

友

会

か

ら

５

名

が

神

宮

球

場

へ

応

援

に

駆

け

つ

け

ま

し

た

。

試

合

結

果

は

残

念

な

が

ら

昨

年

同

様

の

完

封

負

け

と

な

り

ま

し

た

が

、

参

加

者

一

同

、

最

後

ま

で

精

一

杯

声

援

を

送

り

、

校

歌

を

斉

唱

し

ま

し

た

。

熱

戦

を

終

え

た

後

は

、

東

京

駅

地

下

の

居

酒

屋

に

移

動

し

て

親

睦

を

深

め

、

楽

し

い

一

日

を

過

ご

し

ま

し

た

。

勝

敗

を

超

え

、

母

校

へ

の

熱

い

思

い

を

共

有

す

る

貴

重

な

機

会

と

な

り

ま

し

た

。□□□□

後後後後

援援援援

会会会会

新新新新

潟潟潟潟

支支支支

部部部部

総総総総

会会会会

にににに

参参参参

加加加加

しししし

てててて

きききき

まままま

しししし

たたたた

■■■■

８

月

２

３

日

万

代

シ

ル

バ

ー

ホ

テ

ル

に

て

開

催

さ

れ

ま

し

た

「

法

政

大

学

後

援

会

新

潟

県

支

部

総

会

・

父

母

懇

談

会

」

に

出

席

い

た

し

ま

し

た

。

支

部

総

会

で

は

、

後

援

会

の

ス

ロ

ー

ガ

ン

で

あ

る

「

子

ど

も

の

母

校

は

我

が

母

校

」

の

通

り

、

新

潟

県

支

部

に

よ

る

六

大

学

野

球

応

援

や

箱

根

駅

伝

応

援

と

い

っ

た

活

動

を

通

じ

て

、

法

政

大

学

へ

の

強

い

愛

情

を

感

じ

、

深

く

感

動

い

た

し

ま

し

た

。

父

母

懇

談

会

で

は

、

大

学

の

現

況

に

つ

い

て

詳

し

い

説

明

が

あ

り

、

特

に

大

学

の

教

育

環

境

や

就

職

支

援

体

制

が

充

実

し

て

お

り

、

法

政

大

学

が

非

常

に

魅

力

的

な

大

学

と

な

っ

て

い

る

こ

と

を

再

認

識

い

た

し

ま

し

た

。

今

後

も

、

校

友

会

と

後

援

会

が

緊

密

に

連

携

し

、

在

学

生

へ

の

支

援

に

尽

力

し

た

い

と

思

い

ま

し

た

。
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■■■■

第第第第

３３３３

１１１１

回回回回

全全全全

国国国国

卒卒卒卒

業業業業

生生生生

のののの

集集集集

いいいい

福福福福

岡岡岡岡

大大大大

会会会会

ツツツツ

アアアア

ーーーー

□□□□

去

る

１

０

月

１

８

日

か

ら

2
0

日

の

３

日

間

、

「

第

３

１

回

全

国

卒

業

生

回

法

政

大

学

全

国

卒

業

生

の

集

い

福

岡

大

会

参

加

ツ

ア

ー

」

に

参

加

し

て

ま

い

り

ま

し

た

。

大

会

会

場

の

ホ

テ

ル

ニ

ュ

ー

オ

ー

タ

ニ

博

多

へ

、

ダ

イ

ア

ナ

・

コ

ー

法

政

大

学

総

長

の

講

演

に

始

ま

り

、

法

政

大

学

理

工

学

部

卒

業

生

で

Ｑ

Ｒ

コ

ー

ド

の

発

明

者

原

昌

宏

妃

氏

の

Ｑ

Ｒ

コ

ー

ド

開

発

の

講

演

は

興

味

深

い

内

容

で

し

た

。

岡

野

純

一

福

岡

県

校

友

会

副

会

長

の

乾

杯

で

始

ま

っ

た

懇

親

会

で

は

、

久

し

ぶ

り

に

会

う

仲

間

や

全

国

各

地

の

卒

業

生

と

の

再

会

、

最

後

は

肩

を

組

ん

で

の

校

歌

斉

唱

で

大

会

を

締

め

、

軽

く

２

次

会

会

場

へ

。

大

会

翌

日

は

、

福

岡

・

佐

賀

の

歴

史

と

名

湯

を

巡

る

観

光

で

す

。

地

元

ガ

イ

ド

さ

ん

の

丁

寧

な

解

説

と

と

も

に

、

ま

ず

は

唐

津

へ

。

【

唐

津

城

】

青

空

に

映

え

る

そ

の

姿

は

威

風

堂

々

、

天

守

閣

か

ら

の

眺

め

は

格

別

で

し

た

。

【

旧

唐

津

銀

行

】

レ

ト

ロ

な

雰

囲

気

が

漂

う

美

し

い

建

物

で

、

往

時

の

繁

栄

を

感

じ

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

【

唐

津

曳

山

展

示

場

】

豪

華

絢

爛

な

曳

山

は

圧

巻

の

一

言

。

祭

り

へ

の

熱

い

想

い

が

伝

わ

っ

て

き

ま

し

た

。

観

光

の

締

め

く

く

り

は

、

美

肌

の

湯

と

し

て

知

ら

れ

る

嬉

野

温

泉

で

す

。

宿

泊

は

伝

統

あ

る

旅

館

大

正

屋

。

湯

に

浸

か

り

、

美

味

し

い

食

事

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。最

終

日

は

一

路

熊

本

へ

。

【

熊

本

大

学

五

校

記

念

館

】

歴

史

を

感

じ

る

静

謐

な

空

間

で

夏

目

漱

石

や

･

ラ

フ

カ

デ

ィ

オ

・

ハ

ー

ン

ら

が

教

鞭

を

と

っ

た

旧

制

高

等

中

学

校

。

【

熊

本

城

（

遠

望

）

】

熊

本

市

役

所

１

４

階

展

望

室

か

ら

は

、

力

強

い

復

興

が

進

む

熊

本

城

の

姿

を

遠

望

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

地

元

ガ

イ

ド

さ

ん

の

説

明

で

、

城

の

歴

史

と

震

災

か

ら

の

歩

み

に

胸

を

打

た

れ

ま

し

た

。

。

福

岡

大

会

へ

の

参

加

と

い

う

目

的

は

も

ち

ろ

ん

の

こ

と

、

佐

賀

や

熊

本

の

歴

史

と

自

然

に

触

れ

る

こ

と

が

で

き

た

素

晴

ら

し

い

３

日

間

で

し

た

。

※

次

回

の

全

国

卒

業

生

の

集

い

は

長

野

市

で

開

催

さ

れ

ま

す

。

１

０

月

２

３

日

ゴ

ル

フ

大

会

、

２

４

日

大

会

式

典

、

２

５

日

エ

ク

ス

カ

ー

シ

ョ

ン

。

「

新

潟

県

校

友

会

卒

業

生

の

集

い

長

野

大

会

ツ

ア

ー

」

は

２

４

日

～

２

６

日

を

計

画

し

て

い

ま

す

。

行

程

が

決

ま

り

次

第

ご

案

内

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

是

非

ご

参

加

く

だ

さ

い

。

※

新

潟

支

部

Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

登

録

の

お

願

い

新

潟

支

部

の

ト

ー

ク

ル

ー

ム

を

開

設

し

ま

し

た

。

支

部

行

事

の

案

内

や

活

動

状

況

わ

か

り

ま

す

。

Ｑ

Ｒ

コ

ー

ド

か

ら

ご

参

加

く

だ

さ

い

。

法政大学新潟県校友会新潟支部会報 11号 2025年11月発行

全

国

卒

業

生

の

集

い

特

集


